
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かながわジュニア・フォレスター教室 2017 第 1 回（撮影者 松田三一春） 

 

 

 

■ご冥福をお祈りします 

昨年秋より体調を崩され、入院加療を続けておられ

た当会理事(元会長)内野郁夫さんは、6月11日早朝に、

薬石効無く、天国に召されました。61 歳の短すぎる生

涯でした。 

同氏は平成 13年に森林インストラクター資格を取

得、以来私たち後輩の指導・育成に力を注がれ、その

間二期にわたって JFIK の会長を務められ、会の発展

に貢献されました。 

JFIK 随一と言われた知見と、誠実でユーモアにあふ

れた人柄は、多くの会員から頼りにされ、慕われる存

在でした。 

今、内野さんが私たちに残してくれた、有形無形の

遺産に想いを馳せるとともに、心よりご冥福をお祈り

いたします。合掌。             

 （佐藤（憲）記） 

 

在りし日の内野さん（境さん撮影） 

 

2013 年 10 月 31 日 相模原市嵐山森林体験学習 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて  

「天狗伝説の里と花咲く里山を訪ねて」 

 
最乗寺参道 

＜下見＞  

日 時：7月 11 日（火）  

集 合：伊豆箱根鉄道大雄山駅改札口 10:00（※改札

口は一箇所です） 

 JR東海道線を利用される方は伊豆箱根鉄道大雄山線

で、小田急線を利用される方は小田急線新松田駅から

箱根登山バス便があります。時刻等は事前にご確認く

ださい。 

＜本番＞ 

日 時：7月 15 日（土）・19（水） 

集 合：伊豆箱根鉄道大雄山駅改札口 9:10（詳細は別

途連絡） 

 

会員の「神奈川の身近な自然を訪ねて」シリーズの

下見だけのご参加は、他の野外研修会等と同様に 500

円の参加費を負担してもらいます。 

（下見時の CONE 保険は適用しませんので、各自で何

らかの傷害保険・賠償責任保険にお入りください。） 

本番だけのご参加に関して参加費及び保険料の負担

はありませんが、一般参加者に関するお手伝い等をお

願い致します。 

 一般の方の申し込みは、参加コース名、参加年月、

名前、住所、電話番号、高校生以下は学年を書いて申

し込み下さい。詳細は、ホームページをご覧願います。 

     （昆野） 

■野外研修会「富士山まなびの森」 

今回は富士山南麓に位置する自然林、富士山まなび

の森（住友林業）を訪れます。 

１．開催日：7月 25 日（火）10:10～15:00（小雨決行） 

２．テーマ：「富士山まなびの森の自然林観察」 

 この森は富士山の南麓に位置する、緑豊かな自然林

で、1996 年の台風 17 号により壊滅的な被害を受けた

国有林 90ha を住友林業が 50周年事業として、自然林

復元事業に取り組んでいる場所です。 

標高 1500m に位置し、ブナ、ミズナラ、ケヤキ、シ

ナノキ、イタヤカエデ、ヒメシャラなどの巨木が林立

し、チドリノキ、ミツデカエデ等のカエデ類の学習に

も絶好の場所です。 

駿河湾からの南風が富士山にぶつかり、多量の雨や

霧に恵まれるため、植生は豊富でさまざまな草花やキ

ノコ類、さらには多くの野鳥を楽しむことが出来る本

格的な自然林です。 

普段経験する里山とは異なった、自然林での森林生

態系を実感しながら学ぶという、貴重な研修結果が期

待されます。 

３．フィールド：富士山「まなびの森」（住友林業） 

静岡県富士宮市粟倉 2745（カーナビは、「静岡県立

富士山麓山の村」で設定ください） 

４．担 当：菅原啓之（リーダー）、佐藤憲隆(コーデ

ィネーター) 

５．集 合：JR 御殿場駅 10:10（松田発 9:28 の御殿

場線が 10:04 着です。） 

車で来られる方はご連絡下さい（便乗者をお願いし

ます）。他に御殿場駅前でレンタカーを借りる予定で

す。 

６．持ち物：雨具、昼食、飲み物。なお、少なくとも

シカの存在が確認されており、ヤマビル・マダニの被

害が疑われるのでスパッツ等足拵えに万全を期して下

さい。忌避剤スプレーはこちらで準備します。 

７．参加費：1,700 円/人（資料代、レンタカー分担費

など） 

８．申し込み：7月 20 日（木）までに佐藤宛てなるべ

くメールで申し込みをお願いします。 

メール：nick7sato9@cyber.ocn.ne.jp   

電 話：090-3472-9741 

９．保 険：今回より CONE の保険は利用しませんの

で、自己責任で対応をお願い致します。  

活動予定 

mailto:nick7sato9@cyber.ocn.ne.jp
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皆様のご参加をお待ちしております。なお、申し込

みに対する返信は省略させていただきます。 

研修部会 佐藤憲隆 

 

■室内勉強会「海辺の植物」 

  研修部会から 7月の室内勉強会のお知らせです。 

日 時：7月 21 日(金)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：吉原秀敏(23 期) 

参加費：500 円 

概 要：日本は、海に囲まれた島国で、海岸線は総延

長約 3万 5千 km に及び、国土面積当たりの海岸線延

長はアメリカの 40倍以上と非常に長い海岸線を有し

ています。 

海岸は植物の生育にとって、塩分・強風・強い紫外

線・乾燥、砂浜・土壌の未発達など、厳しい環境にあ

ります。普通の植物は、この環境に適応できず、生育

できません。海辺の植物は、その環境に適応し、競争

相手の少ない海岸に生息していますが、どのように適

応し、どんな特徴をもっているのでしょうか。また、

海辺の植物の分布拡大には、海流（黒潮）がもたらす

影響も少なくありません。皆さんと一緒に、いろいろ

考えていきたいと思います。 

※資料準備のため、事前申し込みをお願いします。 

申し込み：吉原秀敏 

メール：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 

電 話：090-2636-1381        （吉原記） 

 

■山こい倶楽部企画34回「金時山」 

箱根の外輪山に聳(そび)える「金時山」を目指しま

すが、今回のポイントはうぐいす小屋付近のヤマユリ

です。 

その他、シモツケ、リンドウ、コアジサイ、カナウツ

ギ、ソバナなどなど、花の多い所です。稜線からの展

望も天気がよければ芦ノ湖、富士山、相模湾と広がり

ます。 

行動時間が7時間15分と多少長いですが、歩きやす

い道です。みなさんの行動時間によってルートの変更

もあります。エスケープルートとしては、金時山山頂

から仙石まで１時間半で下れます。 

期 日：7月23日（日） 

 ＊中止の場合は前日の午後8時までにメールでお知

らせします。 

集 合：箱根登山鉄道・箱根湯本駅改札8:30 

 （8:48発桃源台行きバスに乗車・明神平バス停下車） 

解 散：JR御殿場線・足柄駅16:30頃 

コースタイム：6時間10分のところを7時間15分かけて

歩きます。 

コース：箱根湯本駅8:48=(バス)=明神平バス停明神平

（9:15着）〜火打石岳（11:15）〜うぐいす茶屋・昼

食（12:30〜13:00）〜金時山（14:00） 〜林道金時線

（15:00）〜足柄駅（16:30） 

歩行距離：約15km 

標高差：登り740m 下り860m 

歩行難易度：ルートの難しさは一般的だが、行動時間

が長い。      

装 備：雨具、飲み物、昼食など一般的な装備（水分

は多めに持って下さい） 

担 当：リーダー；和田 サブリーダー；松井 

※申し込みは7月21日（金）までに松井までお願いし

ます。 

メール：ma1950koji@yahoo.co.jp 

電 話：070-2811-7267        （松井記） 

 

★■鎌倉風致保存会 

○みどりのボランティア 

 7 月  1 日（土） 御谷山林 

 7 月  8 日（土） 朝夷奈切通し 

 7 月 15 日（土） 北条常磐亭跡 

 7 月 22 日（土） 回春院 

 7 月 29 日（土） 十二所果樹園 

 8 月  2 日（水） 内藤家墓地 

 8 月  5 日（土） 泣塔 

 8 月 19 日（土） 十二所果樹園 

 8 月 26 日（土） 御谷山林 

 8 月 30 日（水） 浄光明寺 

○覚園寺 

 7 月 27 日（木） 

○その他のイベント 

 7 月 8 日（土）歴史ウォーク 

  講師：大竹正芳さん、胡桃が谷周辺、 

 7 月 29 日（土）お話しサロン 

  演者：坂間至朗さん 

  演題：「地球温暖化“どう向き合う”」 

mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
file:///C:/Users/matsu_000/Desktop/ma1950koji@yahoo.co.jp
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  場所：きらら、第 5集会室   

 7 月 30 日（日）藍染体験教室 

 8月 22日～28地下道ギャラリー    （廣瀬記） 

 

■ヤビツの森 

日 時：7月 8日（土）10:00～15:00 

集 合：秦野駅南口 9：20、現地 10：00 

作業内容：2012 年の植樹を中心に幼齢木保護（シカ除

け）ネットのとりはずし、下草刈りなど。 

参加ご希望の方は吉井までお知らせください。 

メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp   （吉井記） 

 

★■湘南の森 

日 時：7月 14 日（金）、22日（土） 

活動日は原則として毎月第 2金曜日と第 4土曜日 

集 合：平塚市湘南平上部パーキング付近 10:00、ま

たは大磯駅 9：30 

参加ご希望の方は吉井までお知らせください。 

メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp   （吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

7 月 8日（土）、23日（日）定例作業 

8 月 12 日（土）、27日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6 日前

までに申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での送

迎になります。             (菅原記) 

申し込み：「さがみの森事務局」 

電 話：03-3868-9535、ＦＡＸ：03-3868-9536 

メール：sagami@moridukuri.jp 

 

★■名瀬谷戸の会 

作業予定は下記の通りですので、参加希望の方はメ

ール又は電話で田中（真）まで事前にお知らせ下さい。 

メール：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp 

電 話：090-1542-2154  

7 月 1日（土）、18日（火）10:00～14:30  

8 月 5日（土）、21日（月）10:00～14:30 

集合場所：久右衛門邸チャペル  （田中(真)記） 

 

 

 

 

■かながわジュニア・フォレスター教室 2017 

第 1 回「森を知ろう」 

日 時：6月 24 日(土) 9：00～15：10 

場 所：県立四季の森公園 

参加者：一般 22 名、かながわトラストみどり財団 1

名、看護師 1名、JFIK スタッフ 12名(大塚、梶浦、片

山、品川、鈴置、中澤、西岡、久野、福田、松田、村

山、吉無田)  

 梅雨の合間の晴となり暑い中の活動となりました。

スタッフは北口事務所前に集合、ミーティングを行い

9時から受付開始。多少の欠席もありましたが合計 22  

人の参加者で予定通り 4班に分けることにしました。 

 かながわトラストみどり財団の挨拶のあと、スケジ

ュール等の紹介、安全については特に熱中症対策の水

分補給等について説明をしました。次に愉快なストレ

ッチ体操で身体をほぐして出発。 

 今年の森を巡るクイズラリーは、森の役目、大切さ

を知るために、その基礎となる水の循環に注目した内

容です。水がどのように流れ、その水を植物がどのよ

うに吸収するか等、森の生き物や植物を観察して、理

解を深めるのが目的。水の動き、樹々の比較、葉の付

き方、役目等の質問をつくりました。各リーダーは標

識のある場所等で子供たちに問い掛け、考えさせ、解

説を加えていました。時には大人の想像を超えた子供

たちの答えに、リーダーが戸惑う場面もありました。 

 

         クヌギの解説 

 

 12 時頃ワークセンター到着、昼食・休憩後、13：00

よりゲーム開始。最初は動植物のカルタ取りです。例

活動報告 

mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
mailto:sagami@moridukuri.jp
mailto:m.tanaka@feel.ocn.ne.jp
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年同様、班別対抗にしたので、大いに盛り上がりまし

た。昨年、時間の関係でカットとした決勝戦まで行い

ましたが、ここまで来ると学習効果もありカルタの取

リ方は相当早くなっていました。 

 次に「コウモリと蛾」のネイチャーゲーム。このゲ

ームはまず 10 人位で手をつなぎ人の輪を作ります。

その中で１人が目隠しをしてコウモリになり、蛾にな

った 3 人に声をかけながら捕まえるというものです。

小さい子がコウモリになった場合少し大変でしたが、

そこは輪を小さくしてカバー。大変な熱気となりまし

た。感想文でもこのゲームが一番面白かったというの

が多かったようです。 

 

    ネイチャーゲーム（コウモリと蛾） 

 

 小休憩後、プログラムリーダー手書きの紙芝居よる

クイズラリーの回答と森の役目の解説、さらにストロ

ーと長いチューブによる樹の水の吸い上げ体験。いず

れも参加者は森の役目それを構成する植物に対する興

味を深めていました。 

 この後アンケート・感想の記入と発表、修了証授与

と講評の後閉会となりました。アンケート・感想にも

「ネイチャーゲームが楽しかった」「水や森の役割が

分かった」「また参加したい」との声が多くありまし

た。 

 2017 年度の第 1回かながわジュニア・フォレスター

教室は、天気にも恵まれ、参加の皆様、多くのスタッ

フの協力で無事終了することができました。(松田記) 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて 「山滴る玉縄を歩き、

フラワーセンター（大船）に遊ぶ」 

日 時：6月 17 日（土）10:00〜15:00 晴れ 

参加者：37名 スタッフは8名（神田、菅原、田中（真）、

松井、吉原、久野、山口（正）、杉山） 

 6 月 21 日（水）は雨天のため中止になりました。 

 まずまずの天候の中、大船駅から柏尾川の流れを下

り、駅弁で有名な大船軒本社と鎌倉ハム富岡商会を抜

けて玉縄首塚へ。北条氏と里見氏が戦った際の戦死者

の首を弔った、と言われるこの場所は甘糟榎とも言わ

れるがエノキではなく大きなタブノキがありました。 

 

          玉縄首塚 

 

 昭和初期に山をくり抜いて作られたという小さな岡

本トンネルを抜けると、静かな住宅地に出ます。今ま

での騒音が消え、ウグイスの囀りが耳に心地よく入っ

てきます。途中の民家にはアカンサス、ザクロの花の

他、青いテウチクルミの実が見られました。 

 人家の間の見過ごしてしまいそうな路地から山へと

続く階段を上ると緑に囲まれた平安時代の創建と伝え

られる岡本神社に出ます。大船観音の横顔が木々の間

から臨まれました。 

 神社の横から岡本神社の奥社へと続く山道は平安時

代からの道と言われるが、今は人もあまり通らないよ

うで、スダジイ、モチノキ、ヤブツバキ、ヤツデ、ヤ

マザクラ、コナラ、スギなど、人が手を入れない森は

薄暗く、湿度が高い。時折涼しい風が抜けてほっとし

ます。玉縄城があった頃は敵を見通せるように高い木

はなかったようですが、江戸時代の廃城後、ここの森

はどのように遷移してきたのでしょう。 

 尾根道の「ぶっけり仏」と呼ばれている北条氏の供

養墓があった場所から道は下り、木の根が所々張り出

した急な山道を滑らないよう声を掛け合いながらゆっ

くりと下りました。   

 山道を下り切ったところは龍寶寺の境内。玉縄城主
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であった北条氏の菩提寺である龍寶寺の境内はきれい

に整備され、金毘羅宮、新井白石の碑、国の重要文化

財の旧石井家住宅、民族資料館など、玉縄の歴史に触

れることができました。また、キリの実、ダイオウシ

ョウの大きな松笠、タイサンボクの花、シキミの実な

どを見ることができました。庭の奥にはニホンミツバ

チの巣箱があり、セイヨウミツバチとの違いを知って

いただきました。 

 

          龍寶寺 

 

 山門前の大船捕虜収容所の跡地を抜けて県立フラワ

ーセンター大船植物園に向かいます。 

 フラワーセンターの受付を抜けると色鮮やかな花の

色が目に飛び込んできます。池の鯉を見ながら昼食を

とり、午後はここでつくられた玉縄サクラを始め、今

が盛りのハナショウブ、樹高 100m に成長するセコイ

ア、ミズカンナの花、ハンゲショウの白い葉と花、ハ

ンカチノキの実、国内の森に生育する樹木、温室では

日本にはないスミレ科の木などを見ることができまし

た。 

 

    フラワーセンターのハナショウブ 

 

 途中険しい山道もありましたが、みなさん怪我もな

く、玉縄の自然と歴史を楽しんで頂けたようでした。

（松井記） 

 

■室内勉強会「自然災害が多い日本 それはなぜ？」 

日 時：6月 16 日（金）18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：大橋 泰雄（27期） 

参加者：梶浦、河野、小池、鈴木（康）、中澤、久野、

広川、福田、吉原、坂間 （10名） 

内 容： 

日本は水害、雪害、土砂災害、震災、火山災害など

の自然災害が発生しやすい。その理由について、日本

の位置・広さ・人口・地形・地質等の特性を日本以外

の他地域と比較して定量的に解説し、それらの特性か

ら自然災害の多い理由を論理的に説明していただいた。

例えば、日本は面積 14％の低地[日本の国土は山地

75％／平地 25％（低地 14％＋台地 11％）]に人口の

50％が住み、人口密度が 1,200 人／km2 と高いので、

水害（洪水で人が被害）が発生しやすい環境にあると

いうような流れで解説された。 

震災に関しては、①国土地理院や活断層研究会の地

図 ②地質図 ③航空写真を使いながら、それぞれ以

下の様なことを確認した。 

① 日本全体が活断層だらけで、その方向は 4 つのプ

レートに影響されていること。 

② 地元横浜の地下では、大岡川や帷子川が 30～50m

の深さで谷を形成し、その上に柔らかい沖積層が

堆積しているので液状化しやすい。一方、前記二

つの川の間は固い岩盤があり、そこにはランドマ

ークタワー等の高層建築物が建てられている。 

③ 同じく地元の三浦半島の活断層の位置やそれによ

る川の流れの変化等。 

さらにお役立ち情報として、TV の情報から津波に注

意すべき基準も説明していただいた（震源が海、且つ

マグニチュード 7.5 以上、且つ震源の深さ 100km 以下

とのこと）。 

 最後に、最近の 2 つの災害事例である 2014 年広島

県の土砂災害と 2016 年岩手県の水害について大橋さ

ん手持ちの地図を使用してその発生原因を可視的に確

認し、被災箇所は非常に危険な領域であったことが理
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解できた。 

全体的に、適宜クイズを入れながらの対話型講義だ

ったので参加者が集中でき、緊張感が持続しやすいプ

レゼンであった。2 時間のプレゼンはあっという間に

終わり、参加者の充実した表情が印象的であった。 

（坂間記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～シダの観察」 

日 時：6月 18 日（日）13：00～14：45  

天 候：曇りのち雨 

参加者：一般 20 名公園職員 1 名 

リーダー：日比野 サブ；大橋、細井 

スタッフ：片山、小池、昆野、坂間、高橋(政)、戸田、

中澤、西岡、福田、松井、嶺、吉原 

  

曇りの中で開始したものの途中から終了までは本格

的な雨となるあいにくの天気でしたが、多くの方が参

加されシダの世界を楽しんでおられました。最初にシ

ダの特徴（胞子で増える、葉（地上部）・茎（地下茎）・

根からなる、維管束を持つなど）や観察のポイント（生

息環境、全体（大きさ・シルエット・色合い・葉の切

れ込み）を見る、葉の裏のソーラスを見る等）の説明

があった後、3班に分かれて出発しました。 

 

    3 人の班長が持ち味を出していた 

 

私は細井班に入りました。最初に登場したのは典型

的なシダのイヌワラビ、オクマワラビで、どう見分け

るかの観察ポイントの説明がありました。その後現れ

たシダにも一つ一つに丁寧な説明がありましたが、特

に代表的な 10 種類程度のシダ（イヌワラビ、ゲジゲ

ジシダ、ミドリヒメワラビ、ベニシダ、イノデ、ヤブ

ソテツなど）については繰り返し質問を交えて確認し

ていくことで、徐々にわかるものが増えていくという

形で観察は進みました。典型的なシダとは形が異なる

カニクサ、イノモトソウ、トクサ、また水の中のミズ

ニラ、コウヤワラビも観察しましたが、形が特徴的な

ため覚えやすいですね。 

 

       ミズニラの観察 

 

昨年までシダの観察は秋でしたが、今回は 6月のた

め特にベニシダの鮮やかな紅色のソーラスや、全体的

にシダの葉が若々しい様子が印象的で、秋とはまた違

った姿を見ることができました。 

初めての方にも、何をポイントにしてシダを観察す

るといいかをおさえていただくことで「シダはどれも

同じに見え違いがさっぱり分からない」状態から一歩

先に進んでいただけたかと思います。  （西岡記） 

 

■四季の森公園「コケの仲間」 

日 時：6月 17 日（土）13：00～14：30 晴 

参加者：69 名 スタッフ：上野、品川、中澤、梶浦、

片山、大塚、公園から津野さん 

概 要：開催時間を過ぎても参加者が会議室に押し寄

せ、配布したレジメのコピーが 75 枚を超えたところ

で締切としました。前段の 30 分は有名女優のポスタ

ーが最近のコケブームを反映しているとの紹介から始

まり、語源、分類、地衣類との判別、コケと名が付く

コケ植物でない植物の例などパワーポイントで概略の

説明をお聞きしました。そのあと園内でコケの本物を

観察しましたが参加者が多すぎて、配布資料に載って

いるコケにはなかなか接近が難しく、それでもハマキ

ゴケ、タチヒダゴケ、フルノコゴケ、カラヤスデゴケ、

ホソバミズゼニゴケの5種を観察することが出来まし

た。これほどのコケボーイやコケガールの参加者数は
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想定外で、次回はもっとスタッフを育成して、ゆっく

りと観察できるように対応策を取らなければと反省し

きりでした。             （品川記） 

 

ナミガタタチゴケを観察 全員に見ていただけたか？ 

 

 

岩に付くコケを各自で探していただきました 

 

■四季の森公園 

里山アカデミー「第二回四季守マスター塾」 

日 時：6月 25 日（日）10:00～14:45 

参加者：13 名、JFIK：品川、公園：小野澤副所長 

 午前 10 時から品川による APGⅢの特別講義を行い、

ゲノム解析によって分子分類学が長足の進化を遂げた

ことを紹介し、大きなパラダイムとなったが、形質分

類学の知恵がいまも利用されていてAPGを支えている

ことを理解いただいた。11 時から観察を実施し、午後

も 8 種の観察を行った。今回宿題となった 15 種全部

が花をつけている好機であった。ハンゲショウでは、

スーパーマーケットのチラシに載った半夏生にタコを

食べる習慣は、この日まで田植えを終わらせ、疲れた

身体に滋養のあるタコを食べて養生することと、稲の

苗がタコのように根を張ることを願うことでもあった

と紹介した塾生がいて思わず拍手が出た。 

また、質疑ではユキノシタ科がすべてアジサイ科に

移ったのかという質問には、APGⅢの該当のページを

見ていただき納得いただいた。また、ガイド中も類似

種の見極め方法が話題に上り、次回から資料に記載す

ることとした。今回観察した植物は、ナツツバキ、ネ

ムノキ、タチアオイ、イヌゴマ、キンシバイ、ビヨウ

ヤナギ、コバノカモメヅル、ハンゲショウ、ムラサキ

シキブ、インドハマユウ、ハナショウブ、ヘメロカリ

ス、オカトラノオ、ヒヨドリバナ、キツリフネであっ

た。                 （品川記） 

 

       ハンゲショウの観察 

 

 

    キンシバイ、ビヨウヤナギの観察 

 

■山こい倶楽部第33回「丹沢の静かな人気もの鍋割山」 

実施日：6月22日（木） 

コース：渋沢駅（タクシー）～表丹沢県民の森～二俣
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～後沢乗越～鍋割山頂～小丸～大丸～金冷し～大倉

尾根～大倉（バス）～渋沢駅 

参加者：辻（リーダー）、久保（サブリーダー）、松井、

坂間、中澤、和田、関（孝） 

 

 渋沢駅からタクシーに分乗して、表丹沢県民の森の

林道ゲート前で降りた途端、「しまった。事前にメー

ルでヤマビル注意を書くのを忘れました」と声がした。

自慢じゃないが、ヘビとヤマビルだけは大の苦手で、

この一声ですっかり戦闘意欲を殺がれてしまった。お

借りした虫よけスプレーを入念に足元に吹き付けて歩

き出したが、前日の大雨で土砂が溜まった山路はいか

にもヒル好みの湿り具合で、尾根に出るまでは気が気

じゃなかった。 

 鍋割山の標高は1,272.5ｍ。名前の由来は「鍋を半

分に割った地形」とも、「ナメ（滑）が割れた沢（滑

らかな所がなく、岩がゴロゴロした沢）、即ち滑割沢

が食い込む山」から、とも言われている。 

 今回の参加者は辻リーダー以下７人、一同県民の森

の林道ゲートから歩き始め、二俣でズラリ並んだ水道

水を入れた夥しいペットボトルから各々数本をリュッ

クに詰め、鍋割山頂を目指した。山頂付近には水場が

なく、こうした登山者たちの水ボッカ（歩荷）のボラ

ンティアで山頂の鍋割山荘まで水を届けているのであ

る。 

 前日の雨で増水したミズヒ沢を渡ると本格的な登山

道になる。早速珍しくもニホンカモシカが現れてカメ

ラで追い、イカルやクロツグミ、オオルリの美声に耳

を傾け、見事に咲き誇ったニシキウツギやヤマボウシ、

満開のガマズミに歓声を上げ、道端のサワギクにおっ

とりと微笑む斯道の達人等を尻目に、ヒルの恐怖にせ

かせかと先を急ぐ哀れな参加者も、約一名居たのであ

る。 

 後沢乗越から山頂までは残り1.7ｋｍである。そし

て沿道に咲くハンショウヅルやウマノスズクサに疲れ

を癒されながら、無事山頂に辿り着いた。 

 眺望が自慢の山頂も残念ながらガスで全く見通しが

きかず、一同鍋割山荘前のデッキに腰掛けて何となく

浮かない感じで持参の昼食を摂っていたが、ただ一人

注文した山荘名物鍋焼きうどんを坂間さんが運んで来

た時には一気に盛り上がった。皆がワ～ッと土鍋に突

進して写真を撮り始めたのである。当のオーナーもお

いそれと食べるわけにもいかず、皆が写真を撮り終わ

った頃には麺もすっかり伸びきった様子だった。 

 

         鍋割山頂にて 

 

 

       山荘名物鍋焼きうどん 

 

 下山は、小丸、大丸を経由して金冷やしから大倉尾

根（通称：バカ尾根）を下って大倉バス停まで歩く8.4km

の行程である。小丸、大丸の緩やかな尾根道にはブナ

の巨木が聳え、「ミョーキン、ケケケ」と開悟を促す

ようにエゾハルゼミの鳴声が響き渡っていた。しかし

ここ東丹沢から丹沢中央の主稜線部では丹沢ブナ林の

衰退が特に激しく、その要因として大気汚染、温暖・

小雪化、高濃度オゾン、ブナハバチの大発生、草地の

拡大など、過去からの様々なファクターに起因してい

ると久保さんが説明してくれた。 

 バカ尾根と呼ばれる坂道を延々と下り、やれやれと



JFIK 会報 2017 年 7 月号 

- 10 - 

 

大倉バス停に着いたが、全員バスに乗り込む前にヤマ

ビルチェックで安全を確認してから車中に入った。そ

して終点渋沢駅に着くと、今回のリーダー、サブリー

ダーのお二人が、準備の下見段階で登山後の打ち上げ

場所もしっかり下見し、もちろん店に入って十分に試

飲試食を試みたという「目利きの銀次」なる居酒屋に

案内された。お二人がどこでどうこのような鋭い眼力

を習得したか知る由もないが、山登りの疲労を癒すに

はもってこいの、実に気持ちの良い居酒屋だった。 

（関（孝）記） 

 

■鎌倉風致保存会 

〇みどりのボランティア 

日 時：6月 3 日（土）晴         

参加者：（JFIK3 名） 

今日は梅の収穫。昨日午前中すでに 200kg 近くを収

穫し午後選別作業を終え、今日は 2回目の収穫。今年

は成熟が遅れているようで落果が少ない、枝をゆすっ

ても落ちる実が少なく手間がかかる。その代り綺麗な

青梅で梅酒や煮梅には最適。今年の作柄は不作と言わ

れていますがどうでしょうか？ 

日 時：6月 10 日（土）曇 

場 所：東勝寺跡 

参加者：40 名（JFIK2 名） 

東勝寺跡は谷奧に広い平場が3つに分かれています。

有名な北条高時の腹切りやぐらは真ん中の奧に有りま

す。パワースポットと流布され、若い人達にも人気が

あります。今日は松愛会とロレアルの皆さんが参加し

てくれました。広い 3か所の平場も、大勢の力ですっ

かり綺麗になりました。尾根を越えた平場には、修道

院もあり、なかなか手が回らないのですが、今日はき

っちりと刈る事が出来ました。 

日 時：6月 17 日（土）曇 

場 所：建長寺回春院 

参加者：45 名（JFIK2 名） 

 ゴールドマン・サックス社の皆さんが 30 人も参加

してくれました。明月院のアジサイ渋滞で駅のホーム、

歩道が一杯で 30 分ほど到着が遅れました。この時期

いつもこんな調子、痛し痒しです。 

 3 つのグループに分かれ、旧回春院跡の広場を中心

に草刈。まだ最盛期前で今刈っておくと後が楽です。

さすが大勢！予定時間より早く終わり、奧の小道も綺

麗に刈り終えました。折角なので十王岩まで足を延ば

し、雄大な相模湾の眺望を楽しんで貰いました。 

日 時：6月 24 日（土） 

場 所：大仏切り通し 

参加者：13 名（JFIK2 名） 

 大仏切り通しは大分知られて来て、歩く人も多くな

っていますが、大仏ハイキングコースの混雑から見れ

ば静かです。出口が大仏とは反対方向だからかも？大

きい木が無い為か、ハイキングコースから続く部分の

草が茂りやすく、道に覆いかぶさる状態になります。  

この部分のハイキングコースの草刈も一緒に行いまし

た。刈り払い機と大鎌をフルに使って、しっかり刈り

ました。今夏は大丈夫でしょう。ハイキングコース部

分は大勢の人が歩く為、路が溝状になり雨の時は難渋、

路の付け替えも考えねばと市に進言しています。 

  

○覚園寺 

日 時：6月 22 日（木）曇 

参加者：JFIK3 名 

 サクラの植栽地の草刈で、前回の残りを片付けまし

た。あとは 8 月 10 日の黒地蔵までに、駐車場の草を

もう一度刈れば終了です。 

 黒地蔵盆はお盆の行事の一環、黒地蔵縁日とも言い

ます。10 日の午前 0 時に大勢の僧侶が読経しながら、

地蔵堂に向かいます。その後を待ちかねた参詣者が続

きます。幻想的でちょっとあの世が覗けるかも知れま

せん。この日は観音様にお参りする日でもあり、杉本

観音、安養院、長谷観音と回るのだそうです。 

 

〇その他のイベント 

6 月 4 日（日）梅の即売 

場 所：生涯学習センター前 

 無農薬の梅を待って下さるお客さんが沢山います。

9時半頃から行列、400kg 弱の梅は完売しました。 

（廣瀬記） 

 

■ヤビツの森 

日 時：6月 17 日（土） 10：00～15：00 

天 候：晴 

参加者：湘南の森のメンバーを含めて 6名 

概 要：今年3月に植えた苗の周りを下刈りした。2012

年、2013 年植樹の苗の保護用ネットを取り外した。 
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内容： 

① 2017 年 3月に植えた苗の周りの下草（主としてス

スキ）を現地の用具小屋にある鎌などを使って刈

り取った（写真添付：下刈りの Before／After）。 

 

 

② 2012 年、2013 年に植えた苗の内、成長の邪魔をし

ていると思われる保護用白ネットをカッティング

して取り外した（写真添付：保護用白ネットの取

り外し）。 

 

 

当日の天候は爽やかであり、山はヤマボウシやクマ

ノミズキが遠望でき、海は江の島や初島まではっきり

と眺められた。             （坂間記） 

 

■湘南の森 

6 月 1回目 

日 時：6月 9日（金）10:00～15:25 

天 候：晴/曇 

参加者：13 名、うち JFIK 会員 4名 

 活動内容： 

アジサイ周り、植えた木の周り、観察調査している

実生木調査区域、テンナンショウ類やツリガネニンジ

ンなどの保護育成区域でつる草などの除草と保護種の

手入れを行いました。          （吉井） 

 

6 月 2回目 

日 時：6月 24 日（土）10:00～13:25 

天 候：晴 

参加者：10 名、うち JFIK メンバー2名 

活動内容： 

朝から陽ざしが強い中、作業を行いました。植樹の

周り、アジサイ周り、オカトラノオ群生周りの除草、

笹刈り、つる草取りを行いました。保護育成地域のツ

リガネニンジン等の支柱点検、補修をしました。ホオ

ズキ群生地北側を動力機械で除草して整理し、ハイキ

ング路のテーブル周りの除草をして使いやすくしまし

た。          （湘南の森 高野、吉井） 

湘南の森の活動報告、予定や写真は次のホームペー

ジをご覧ください。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

 

■名瀬谷戸の会 

 写真を中心にして作業状況などをお知らせします。 

作業1回目 

日 時：6月3日（土）10:00～15:00 

参加者：44名（JFIK13名、一般23名、横浜メダカの会

6名、見学2名） 

作業内容：竹林の中の植物調査と納屋の道具類の片付

けを実施。名瀬メダカ放流イベントも実施。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
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         植生調査 

 

 

       名瀬メダカ放流イベント 

 

作業2回目 

日 時：6月19日（月）10:00～15:00 

参加者：18名（JFIK10名、地元8名） 

作業内容：林床植物調査及び久右衛門邸散策路の竹垣

補修 

 

      竹垣補修のやり方を確認 

 

 

        林床植物調査 

 

 

      まだ、アジサイがきれいです 

 

 

   ヤマユリも咲き出した 

                   （福田記） 
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28 期 坂間 至朗  

新人の坂間です。しばし雑文におつきあい下さい。 

 

森林インストラクター合格までの道のり  

2015 年 7月にメーカーを定年退職し、新たに環境系

のことを学びたいと思い、ネットで調べて 8 月の森林

レクリエーション協会主催の全講習に出席しました。

9 月に筆記試験ということで勉強期間が 1 ケ月強しか

なかったので、1 年目は科目を「林業」に絞り、合格

しました。翌 2016 年に都内の公益財団に再就職し、

第二の人生をスタートさせました。同時に主として森

林インストラクター試験の過去問の勉強を本格的に始

めました。1 時間の通勤電車の中や非番の日には図書

館にこもって勉強して、半年間を費やして残り 3科目

（「森林」、「安全と教育」等）に合格することができ

ました。 

 

なんで森林に関心を？  

化学を専攻してメーカーでエンジニアをしていたの

で、なりわいとしては森林との接点は無かったのです

が、この機会に自分を振り返ってみました。 

私は 30 年ほど前か

ら舞踊を趣味でやっ

ており、最初はモダン

ダンスやスペイン舞踊

を勉強していましたが、

としのせいか最近は日

本の伝統芸能に興味

が移り、能なども勉

強しています[写真：

モダンダンス、スペ

イン舞踊、能（仕舞）]。

舞台芸術は総合芸術

と言われ、音楽はも

ちろん文学や美術等

も自ずと学ぶことに

なります。そんな派

生的なことの一つな

のですが、能や狂言

には登場人物としてよく山伏が現れます。狂言の演目

である「蝸牛（かぎゅう：かたつむり）」の中では山

伏と太郎冠者の滑稽なやりとりがあり、将来やってみ

たい演目の一つです。時代劇では山伏は悪役で刺客と

なることが多いですが、悪役の好きな私は山伏のこと

を深く知りたくなり、修験道の真似事を始めました。

毎年夏に大峰山系を参拝してパワースポットを巡り、

自然に対しては美しさや心地よさというより畏敬の念

を感じておりました（写真：役行者とツーショット？）。 

こんなこと

をしていたの

で、森林イン

ストラクター

試験の勉強中

に私が一番興

味を持てた領

域は「森の民俗学」でした。また、山先達がこれはシ

ロヤシオ、あれはシラビソで向こうはトウヒなどと会

話しながら案内してくれたので植物の勉強をしたいと

思ったのかもしれません。 

 

今の心境  

森林インストラクターとし

ては、現在小学校の入学試験

に合格しただけ（いや、幼稚

園年少組か！）で、やっとス

タート地点に立ったと思って

います。森林を歩いていても、

正面の木だけでなく、上の鳥、

下の野草やシダ、コケや小動

物まで目を向ける必要があり、

それらの膨大な固有名詞は右

から左に透過率ほぼ 100％で

Hello Goodbye と通り過ぎ、「あーややこしや、ややこ

しや」というのが今の正直な心境です。 

森林インストラクターの活動分野は多くの側面があ

りそうで、どの様なかたちで社会に貢献できるか見え

ていませんが、当面は食わず嫌いせずに様々な分野を

学んでいきたいと思っています。「生涯稽古」の心持

ちで精進です。 

※次号（8月号）のリレーエッセイ執筆は、 

17 期の白木登さんの予定です。 

リレーエッセイ 
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「木のみかた 街を歩こう 森へ行こう」 

 

 「コーヒーと一冊」という 10 冊シリーズの最終巻

が自称「森の案内人」としての著者会心作のこの本で

ある。著者 26 歳から約 5 年間かけて日本中を巡る旅

をしてきたそうで、2010 年の夏から「森の案内人」と

いう肩書で自ら名乗り、今も日本の森を巡り続けてい

るそうだ。わずか 96 ページの本で取り上げた木は、

15 種。お勧めの日本全国の「この木、あの森」は 30

地点で、このうち 11 地点がヤマケイから日本森林イ

ンストラクター協会が出版した「日本の森 100」と重

複していた。これを見比べると 100 地点に絞り込むこ

とに無理があったのではないか、早く「日本の森 200」

を出してはどうかと読者の声が聞こえてくるようだ。 

 著者はあとがきで「5 年間の旅はずっと一人でした

が、二つの当たり前のことに気が付きました。それは

『どこへ行っても木が生えている』ということと『木

は生きている』ということでした」と結んでいる。 

どこか静かな森の中でこの著者と遭遇できますよう

にと願って本を閉じた。（獺） 

 

 

三浦豊著 2017 年、㈱ミシマ社、 

本体 1,000 円＋税 

 

 

月間ブックレビュー 
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会員異動 

＜6月度の会員異動＞ 

6 月 30 日現在会員数 157 名 
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初夏の真鶴半島を歩きました。森林

浴を楽しみながら、森の道を抜ける

と潮騒の道へ。コースも整備されて

いてとても楽しめました！(松山) 

6 月は近場でアジサイやハナショウ

ブを満喫しました。身近なところで

も結構楽しめますね。 

でも、裏磐梯でワタスゲやツルアジ

サイなどを見たら、日常と違う出会

いも新鮮でした。(福田) 

編集後記 

ヤマユリ(2016.7.14 名瀬) 

ハス(2016.7.28 三溪園) 
 

イワタバコ(2016.7.23 皆瀬川) 



3 4 5 6 7 小暑　七夕 8 9 満月

7

10 11 12 13 14 15 16

17 海の日 18 19 20 21 22 23 大暑

月

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

8

7 立秋 8 満月 9 10 11 山の日 12 13

14 15 16 17 18 19 20

月

21 22 23 処暑 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

9

4 5 6 満月 7 白露 8 9 10

月

四季の森公園）野草ガイド入門講座

湘南の森）定例作業 さがみの森）定例作業 四季の森公園）下見

鎌倉）淨光明寺 名瀬谷戸の会
鎌倉）十二所果樹園

月 火 水 木 金 土 日

四季の森公園）昆虫探索
北相模・嵐山）定例作業

名瀬谷戸の会 湘南の森）定例作業
鎌倉）御谷山林

四季の森公園）四季守マスター塾
さがみの森）定例作業

室内勉強会 鎌倉）十二所果樹園

2ヶ月 予 定 表　 2017年7月3日～9月10日
日火 水 木 土月 金

ヤビツの森）定例作業
鎌倉）朝夷奈切通
さがみの森）定例作業

自然を学ぼう）海浜植物 湘南の森）定例作業 自然を訪ねて（1/2）
鎌倉）北条氏常盤亭跡

四季の森公園）ヤマユリ
北相模・嵐山）定例作業

名瀬谷戸の会 自然を訪ねて（2/2） 室内勉強会

会報発行 自然を訪ねて）下見

土 日

野外研修会）富士山学びの
森

月 火

湘南の森）定例作業
鎌倉）建長寺回春院

山こい倶楽部）金時山
さがみの森）定例作業

ジュニア・フォレスター（2/2）

水 木 金

さがみの森）定例作業 四季の森公園）下見

鎌倉）内藤家墓地 湘南の森）定例作業 名瀬谷戸の会
鎌倉）泣塔

月例会 ジュニア・フォレスター（1/2）
鎌倉）十二所果樹園
鎌倉）お話サロン


